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上大類病院だより
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～上大類病院での地域連携について～

皆様初めまして、相談員の青木と申します。昨年６月に
地域包括ケア病床が開設し、医療機関や居宅介護支援事業
所、介護施設等と連携し入退院支援を行っております

おまかせください！！

旅行・ラーメン
の食べ歩きが好
きなアラフォー
です♪

では、どんな相談があるのかケース
を交えて説明します。
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～ケース１～

医療法人 十薬会 上大類病院
〒370-0031 群馬県高崎市上大類759
相談窓口：青木（社会福祉士） 電話番号： 027-352-1019

小島（看護師） F A X ： 027-352-8995
関口（看護師） URL： https://juuyakukai.or.jp

ホームページ
QR コード

施設入所中の方。新型コロナウイルス陽性になり、急性
期病院で治療。状態安定し施設に戻ろうとしたが心配のた
め、少しの間入院をお願いしたい。

短期間での入院が可能です。本人の状態を確認し療養が
終えたら、元の施設に戻れるようお手伝い致します。

最近転倒や失禁が増えて在宅での生活が心配、介護保険
もまだ申請をしていないので、入院しリハビリをして、出
来るだけ在宅で過ごしたい。

～ケース２～

PT・OTがご自宅に伺い、手すりの設置やベッドの場所
についてのアドバイスを致します。また、当法人にあんし
んセンターがあるため、介護保険の代行申請も可能です。
ケアマネジャーの紹介も致します。

独居で内服の管理が出来ず、医療機関との関りもないた
め、どこに相談して良いのかわからない。生活リズムを整
えたあと介護サービスなどの利用をしたい。

他にも入院や介護、医療のことで何かご
不明な点がございましたら、地域医療連携
室まで遠慮なくご相談下さい。

～ケース３～

入院後はご自身で内服できるように一緒に考えます。
退院に向けて、在宅サービスを利用し内服の管理も出来る
ように支援していきます。また、通院が困難な場合は、訪
問診療の調整を行います。


